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1．は じめ に

　1993年は 全国的 に 凶作で
， 最終的 な水稲の 収穫

量は 7，811千 ト ン （水稲十陸稲 では 7，834千 ト ン）

で
， 平年 を100とする作況指数 で表す と ， 74 に な

っ た 。こ の 数字は 1945 （昭和20）年以来の 低い 値

で あ る。 し か も ， 近年の 米の 作況指数は ，1991

（平成3）年は 95，
1992 （平成4）年は 101で あり，

供給 に余裕がな く，さらに備蓄米の 減少など もあ

っ て，米の 供給 に 問題 が 生 じ た 。そ の た め 店頭 か

ら米が姿を消 すな どの 社会現象が 発生 し，さらに

食管制度の 問題，米の 自由化 の 問題 ， 農家収 入 の

減少 に伴 う地域 経済 の 停滞，輸入 外米に 対する安

全性や趣向の 問題な ど，1993年 の 冷害 に よ っ て 多

くの 社会問題が関連 して 浮上 し た。こ の様 に冷害

は他の 自然災害 と異な り，これに よっ て 人命が失

われ る こ とはな い が，その 影響は他の 自然災害に

比較で きな い大 きな影響を社会に もた らす。

2．1993年の冷 害 と米不足の 背景

　日本 に お い て 国民が必要 とする米の 量 （消 費仕

向量〉は 約10
，
500千 ト ン で あ る。 した が っ て，

1993年 の 収穫ig7，　834千 ト ン （水稲十 陸稲）で は約

2，　OOO千 b ン の 不足に な る。し か も，現 在の 米 の

収穫量 は平年作で も，こ の 必要量を満 た して い な

い 。

　表1は1980（昭和 55）年か らの 米の 収穫量 （水稲

の み ），10ア ール 当り収量 および作況指数 （平年

表1 最近の 全国の 米の 収穫量 （水稲） と消費仕向量お よび自給率

年度 〔西暦 ） 収穫量 （水稲） 10ア
ー

ル 当り収 量 作 況指 数
収穫1 （水稲 十 陸稲 ）

　　　 （A）
国内 消 畳仕 向 量

　　 （B）
（A ）／ （B）

昭和 55〔19巳O） 9，692千 トン 412kg ／10a 87 9，ア引 千 トン 11，209千 ト ン 0．87

56 （1981 ） 101204 453 96 1G，259 腸 ，130 o．93

57（1982｝ 10，212 458 96 lO．2ア0 10，988 o．93

58 （1983） 10，308 459 96 10β66 10，979 O．94

59q984｝ 11，832 517 108 11，878 10，938 1．09

60（1985） 11，6τ3 501 104 11，662 10，849 1．0ア

61（1986） 11，592 508 105 11、647 10，ア96 1．08
62（1987） 1G、571 498 102 10．627 1G、647 1，00

63（1988） 9，888 474 97 9，935 10，584 D．93

平成 元 （1989＞ 10，29ア 496 101 10，347 10，52ア O．98

2（1990｝ 101463 509 103 10，499 10．484 1．OO

3（1991） 91565 470 95 9．604 10，5B 0，91

4 〔1992 ） 睾0，546 504 101 　 一 一

511993） フ．811 367 74 一 ｝ 一
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を100と し た値）の 推移 で あ る 。 1980 （昭和55）年

か ら4年間不作 が続 い て い る 。 また ，平 成 に入 っ

て か ら は 1991 （平成 3）年が 不作 で あ っ た
． 近年に

お い て は 米 の 生 産高は，不作の 年は 9，000千 ト ン

台 ， 平年作 は 10，　OOO千 トン 台 ， 豊作年は 11，000千
トン台あ る。

　表1に は 1980 （昭和 55）年以降の 米の 収穫量 （水

稲十陸稲），お よび両者 の 比 （100倍 した値が 自給

率）が示め されて い る。不作で あ っ た 1980 （昭 和

55）年か らの 4年間は 自給率は 100を割 っ て い る 。

すなわち，その 年 の 生産高の み で は国民 の 必要量

を満た し て い な く，備蓄米に 頼 っ て い た 。 さ ら

に
， 作況指数 （平年を100と し た値 ）が 102〜103程

度 になる と，自給率が ほぼ 100にな る こ とがわか

る。平年作 で あ っ た 1987 （昭 和62）年 と 1989 （平

成 元 ）年に も自給率は 100を割 っ て い る 。こ の 様

に B 本の 米の 供給は 作況指数が102〜IQ3程度 にな

る と，国民 の 消 費に見合 っ た収穫量にな る。こ れ

は備蓄米が多くあ り，減反政策を取 っ て い たため

で ある。

3．1993年の 冷害

3．11993年の 地域別収穫量

　 1993年は全国的に米の 収穫量 に低温の 影響が 見

られたが，その 影響は 地 域的 に 差が 見ら れ る。図

1は 全 国的な作況指数を示 した図 で あ る 。 北 日本

の 太平洋岸と中国地方，九州地 方の 日本海岸 が著

し い凶作で あ っ た。すなわち，作況指数50以 下は

北海道 ， 東北地方 の 4道県，60台 が 福 島県の 1県，

70台が 九州の 日本海側 を中心 に 9県 ， 80台 が 20県，

90以上 が 13県で ，作況指数80台の 県が 多い 。中国

地方 ， 九州地方の 凶作は後に示すよ うに ，6月 か

ら8月に か けて の 低 温 と日照不足が 影響 した。

　さ らに ，東北 ，北海道の 作況指数 の 状態を調べ

る と，北海道 （40＞，東北 の 太平洋側の 県 （青 森

（28＞，岩手（30＞，宮城 （37））は 著 しい 凶作 で ，例

年の 40％ 以 ドで ある。こ の うち で も北海道の 南部

（渡島 （5）， 桧山 （2＞）地方や 青森県 、 岩手県 の 太

平洋岸 （作況指数0〜8）の 米の 収穫量は皆無 に 等

し く，近年に経験 し た こ と が無 い よ う な大凶作 で

あ っ た こ と が わ か る．こ れ に 反 して H本海側は被

堀 口 ： 1993年の 冷害に つ い て

害が太平洋側ほ ど大 きくな く，東北地 方 の 日本海

側で も秋田県 は作況指数83
， 山形 県は作況指数79

で ある。

　こ の ように北海道と東北地方 の 太平洋岸に冷害

の被害 が著し い の は ，日本にお ける凶作年の 特徴

で ある 。

3．21993 年の冷害 と過去の 凶作年

　北海道と東北地方 の 太平洋岸は 過去 に も多くの

冷害を体験 して い る。政府が 米の 収穫量 の 統計を

取 り始め た 1883 （明治16）年か らの 日本全国の 10

ア
ー

ル 当 りの 米の収穫量の 推移 を図2に示 した u
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図 11993 年の 都道府県別 作 況 指 数

　 　 　 　 　 　 　 　 年

図2 全国の 10ア ール あ た り収穫量 の 推移
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　1883 （明治 16）年頃は 10ア
ー

ル 当 り収 穫量 が

200kg 程度で あ っ た の が ，現 在 は 500　kg に も増加

し て い る。しか し，気象や その 他の 原因で年によ

る増減が あ り， そ の 減収量は年に よ り100kg に も

達す る。作況指数 が計算 されて い る 1925 （昭和

元）年か ら1993 （平成5）年 ま で の 68年間に つ い

て ，作況 指数 が 90以下 の 凶作年と 1993 （平成5）年

の 作 況指 数 とを比 較する と，表2の ご と くな り，

1993年の 作況指数 であ る73以下 の年は 1925 （昭和

20）年の み で ある 。 し たが っ て，作 況指数 か ら見

る と，1993年は 1945年以来 の 凶作 と言 える。さら

に
，
1945 （昭 和20）年以降，作況指 数が 90以下 を

示す年は 2年間の み し か無 く，また 1925 （昭和元）

年か らで も7年間の み で あ り ，
1993年 は 近年 まれ

な冷害で あ っ た と需え る。

　表2に示 し た凶作年 はい ず れ も東 北地 方 ， 北海

道の 冷害年で あ り，東北 地方，北海 道の 冷害が わ

が国全体の 米の 収穫量 に 大 き く影響 す る。特 に
，

東北地 方 は わが国 の 水稲 生産量 の 27％を占め て お

り，この 地方の作況指数が 50以下に なる と，他 の

地 方 が平年並 で も日本全国の 作況指数は 90以下に

な る。

わち ， 米の収量に は 7，8月の 気温 が非常に大切で

ある （表3）。こ の 傾向は 地方に よ っ て 若干 の 差 は

あ る が ，Z8 月の 気温が最 も大切で ある こ とは，

日本全 国同じで ある。

　 さらに詳 細に イネの 生育 と気温 の 関係を調 べ る

と，図3の よ うに 穂孕 （ほば らみ）期 を中心 に収穫

量 へ の影響が強 い 。こ の 時期 は地方 に よ っ て若干

の差異は あるが，7月中旬 か ら8月中旬 まで の 期 間

で
， そ の うち で も7月下旬か ら8月上旬が最 も影響

が強 く，こ の 期を 「イネの 冷害危険期」 と呼ん で

農業 関係者は注意 して い る 。 こ の期の 低温は 生殖

生長期で あるた め 不稔の 穂 （実が入 らな い 穂）が

多 くな り ， それ が収穫量に影響する 。

　また，こ の 期の 気温 と の 関係は ，図4に 示す よ

うに平均気温が 16℃以下 にな ると受精 し な い 穂が

多 くな る 。 し た が っ て ，イ ネの 生育 か らは 7月中

旬か ら8月中旬 まで の 期間 と平均気温 16℃以下 の

期間が 重要で ある 。

5．1993年の気象

5．11993 年の 冷夏の 概況

　1993年は全国的に 4月か ら10月に か け て低温で ，

4．稲 の 生育 と気温

　熱帯原産の イネが北緯40度以上の 東北地方や北

海道 に まで 栽培 され るよ うに な り ， 気温 に 対す る

問題 が よ り深刻 にな っ た。しか し，低温 とイネの

生育は 日本書紀 に も見 られ る と言 う。東北地 方の

気温 と米 の 収量 に つ い て 相 関 と取 っ て み る と ，最

も相関が高い の は7月で，次い で 8月で ある 。 すな

m

●ゆ

餓
　50

収

1 ・

鏨

n

R
馴

既

臣

驫

馴
町舮劉

回

瞭

阿

塘

朋

旧旧
闘

φ

期

．
碑
敏

ρ

潮

梍

呵

晦
嗣

燐

彫

つ
鱗

’．宗
燈

瑚¶に貞低

つ
瑚

け

矯

分

峨

つ
駟

オ弼胡

図3 低温の 時期 と減収歩合

　 （日本の 冷害 ：和達清夫 ・奥田　壌　著より）

表2 過去 の 凶作年 （作況指数90以下） と

　 1993年の 冷害の 比較 （水稲）

年度 50アール 当 り収童 作況指数 収穫量

昭和 6年 （1931） 262kg 90 8，098千 トン

9年 （1934） 253 85 ア1634

16年 （1941＞ 269 88 B，111
18年 （1943） 313 82 9，273
2D年 q9451 208 67 5，823
28隼（1943｝ 28D 84 8．038
55年（1980〕 412 87 9．692

平 成 5年 （1993） 367 74 7．811

表 3収 穫 量 と 月別 平均 気温 との 柑関係数

　 （東北地方 の 1884年一1976年の 統計値）
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図4 穂ば らみ 期 不 受 精の 発 生 に 対す る 昼夜変温 の 影響
　 処理 期間9 目

　
一

：平均気温，一・一・：昼 夜 較 差

　　　 ：不 受精等高線，○ ：最適較差 （柴田 ら，1970）

特 に 7，8月の夏季 は 異常 な 低温 に み まわれた 。 こ

の 7，8月の うち で も，7月中旬か ら8月中旬の 低温

は著 し く， 平年差 4．0℃以上 も低温の 県もあ っ た 。

その ため水稲をは じ め 多くの 作物 に 低温 の 被害を

もた ら した。特 に，イネ の 生育 に と っ て 7月中旬

か ら8月中旬の 時期 は，先 に も述 べ た よ う に
， 幼

穂形成期，出穂，開花期など イネの 生育に と っ て

重要な時期 に あた り，また低温に対する抵抗性 の

弱 い 時期で ある。そ の た め 全国的に イ ネの 生育は

障害 を受 け た
。

5．21993年の全国の 気象概況

　1993年 の 4月か ら 10月まで の 全国 の 平均 的な気

象概況 を調 べ る た め ，全国の AMeDAS の データ

（1，
785地点）の統計値を計算 し た （表4＞。気温に

つ い て は 4月か ら 10月まで の 全国平均気温 は 17．0

℃で，準平 年値 （以下，単に 平年値 と記す）に 比

較 し て O．9℃低温で あ っ た 。 月別 に は 各月 とも平

年 よ り低温 で あ る が，特に 8月が 平年差 1，9℃，7

月が平年差 L4 ℃ で 最 も低温 で あ っ た。すなわ

ち
， 表3に示 さ れ て い るよ うに米の 収穫量に影響

する 7，8月の気温 が 最 も低温 であ っ た。

　降水量 に つ い て は 4月か ら10月ま で の 全国の 平

均年降水量は 1387．9mm で ，平年に比較 して 243．

2mm 多雨で あ っ た 。 また，月別に は変動が大 き

く，特に 4月が少雨，7月，
9月が 多雨で あ っ た。日

照時間に つ い て は 平年値が 無い が，6月，7月が寡

照 で ある。

　以上 の よう に 1993年の 4月か ら10月の 気 象は，

特に 気温の 低温が 著 しか っ た こ とがわか る 。 そ の

うちで も米の 収穫量に重要な時期で あ る7月と8月

の 低温 が
， 全 国的 な米 の 収穫量 の 減少に つ な が っ

て い る。

5，31993 年の 気温 の 特徴

（1）半旬別気温 の 推移

　表4に示 し たご と く，1993年の気温 が 例年 に比

較 して特 に低 い 傾向が見られた た め ，半旬別 に気

温 の 推移を調べ た 。 図5に 10ア
ー

ル 当り収穫 量が

最 も悪 か っ た 青森県の 半旬別 の 平均 気温 の 推移を

示 す 。

　4月か ら 10月 ま で の 全 国 の 気温経過 を調 べ る と，

地方 に よ り多少の 差は あ るが ，ほぼ 青森県の 椎

移 と同 じ様な経過をし て い る。す なわち，4月は

i爰41993年の 全 国の 月別平均気温．降水量，凵照時問の 比較

月 4〜10平均 4 5 6 7 8 9 10

気温 （℃ ）

準平年値

　 　　 差

17．01
ア，9
−0．9

9．410
．1

−O．7

］4．514
．9

−o．4

18．318
．8

−D．5

20．822
．2

司 ．4

22．023
．9

−T，9

19．219
．9

−O．7

13．414
．0

−o．6
降水鴛 〔mm ）

　　準平年 値

　　　　　差

1387，61144
．4243
．2

91．6127
．1

−35．5

121．5139
．8

−｝8．3

271．9182
．689
．3

326．4206
．OI20
．4

258．1174
．683
．5

233，4195
．0172
．0

125．3
τ40．8
−15．5

日照時間 〔hr〕 e37，0 165．O 150，1 88．ア 89．4 ↑16．2 1丁2．3 140．5
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図5 育森県の 半旬別の 平均気温 の 推移

全般 に低温，5月はやや高温 の 日 が続 い たが，下

旬頃 か ら また平年以下 に な り ，
6月 は 中旬頃

一
時

高温 に な っ たが上旬，下旬 は低温 ，7月は 一L旬の

み 高温 ，8月は 下旬 の み 高温，9月 は 上旬 の み 高

温，10月は平年並 である が中旬が 低温 で ある。こ

の うち特に 7月 ，
8月が低温で ，そ の うちで も7月

中旬か ら8月中旬 ま で の 低温 が 特に 著 し い こ とが

わ か る。先 に 記 し た ように ，7月中旬か ら8月中旬

まで イネ の 生育に 大切 な 期間 で あ る 。

（2）地方別 の 気温 の 特徴

　半旬別の 気温の 傾向 につ い て地方的な特徴を調

べ た 。日本を北海 道 ，東北地方 ， 関東地方，中

部 ・近畿地方，中 ・四国地方 ， 九州地方に分類 し

て ，こ れ ら の 地 方 の AMeDAS データ を解析 し て

地方的な気象の 特徴 を調 べ た。

　表5は地方 別 の 月別気温 の 平年差で あ る 。 地 方

別 の 低温 の 程度 を兄 る と
， 東北地方が最 も例年に

比較 し て 低温 で ， 4月か ら10月ま で の 平均で 1．2℃

低温 で あ っ た。特 に 東北地方の 8月は例年に比較

して 2．7℃ も低温で ある。次 い で 関東地方が 4月か

ら10月の 平均気温お よび 8月の 気温 が低 く ，
さ ら

に 中部 ・近畿地方，北海道の 順 であ る。

（3）県別 の 気温 の特徴

　 さらに 詳細に 気温の 特徴 を調 べ るため，県別 の

月別 平均気温 を調 べ ，平年値 との 比較を行 っ た 。

月別平均気温の 平年差 の 順位の 結果を表6に 示 す。

表6に はイ ネが低温 の 被害を受けや す い 7月16日か

ら8月15日まで の 平均値 の 平 年差 に つ い て も記載

して あ る。表6によ ると7月16日か ら8月15日ま で

の 低温は青森，岩手 ， 宮城 の 太平洋岸 に著 し い こ

表5 地方別 の 月別気温の 平年差 （℃ ）

地 　方 4− 10月平均 4 月 5 月 5月 ア月 8月 9 月 10月

北 　 海 　 道

東　　　 北

関 　　 　 　東

中 部 ・近 畿

中　・四 国

九　 　　 魍

爿 ．0
−1．2
−1，1
−1．1
−0．8
−o．6

図〕．8
−1．o
−1．1
−o．9
−c．2
−｛｝．5

一〇．5
−O，5
−C．7
−C．7
−0．3
＿O．1

＿1．3
−O．5
−0．1
−O．6
−0．10
．1

一1．4
−2．1
−2．1
−1．4
−1．3
−1．o

一2．O
−2．ア
ー2．o
＿1．9
−1．6
−1．1

一〇．2
−G．6
−0．7
＿1．2
＿1．G
−0．9

　 o

−0．8
＿O．5
−0．8
−o．9
−C．8

全 国 平 均 差 一〇．9 一〇．7 一〇．4 一〇．5 一1．4 一1．9 一〇．ア 一〇．6

表6 県別 の 月別平均気温 の 平年差 の 順位

低温の 順位 　　 　1位 2位 3位

7月 の平均

8月の平 均

7〜8 月の平 均

7局16日〜8月15日の 平 均

宮 城 （− 2．6℃ ）

秋田 ，岩手，新潟 （
− 2．8℃ ）

岩 手 〔
−2．6℃ ）

青 森 （−4．3℃ 〉

茨城 （
− 2．5℃ ）

青 森 ，山形 ，石 川 （− 2，7℃）

青森 ，宮城 （−2．5℃ ）

岩手 （
− 4．1℃）

岩手 （− 2，4℃ ）

富山 〔
− 2．5℃ ）

茨城 （
−2．4℃ ）

宮 城 （−4．O℃ ）
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と が わ か る 。
こ の 7月16日か ら8月15日まで の 平年

差の 分布 を図 6に示 し た。こ の よ うに 7月 16日 か ら

8月 15日ま で の 青森 ， 岩手 ， 宮城 の 太平洋岸の 極

端な低温が，生殖生長期の イネ に壊滅的打撃を与

え，収穫が 皆無な状態 を招い た。

5．41993 年の 降水の特徴

（1） 1993年の 降水量 の 推移

　1993年の 全国 の 降水量の 特徴は 4− 5月は少雨傾

向 ， 6〜9月は多雨傾向で ある。特 に7月と9月が 多

雨傾 向を示 し，平年に 比 較 し て 120mm 以 Eの 多

雨であ る 。 また，年 （4〜10月）の 総計で は平年よ

り 243．2mm 多雨で あ っ た （表7）。1993年の 4〜10

月の 降水量の 推移は地方 によ っ て 大 き く異な る

ノ

図67 月16凵〜8月 15日の 平均気温 の 平年差の 分布

が，降水量 が多か っ た熊本県の 推移 を図7に示す。

6月と7月中旬以降8月下旬ま で の 降水量 が多い 。

（2＞地 方別 の 降水量の 特徴

　気温 と同様に 地 方別 に 月降水量の 平年差 を表7

に示 した。表フに よる と 1993年 の 4月か ら 10月の 降

水量は南に な るに したが っ て 多く， 特に 九州 は平

年よ り 760mm 以上 も多 い
。

一方，北海道は 平年

並み で ，東北，関東 も さほ ど 多くな い 。月別 に

は
， 北海道 を除 い て 全般 に 4月 ， 5月が少雨で 6月

か ら8月が多雨で あ る。9月は 関東以北 は 少雨 ， 以

南は多雨で あ っ た 。 こ の 九州地方 の 多雨が，日照

不足 と相 ま っ て
， 九州北部の 収穫量を少な く して

い る．

（3）県別 の降水量 の 特徴

　気温 と同様 に降水量 の 平年差 の 多い 県 を調 べ

た 。 そ の 結果 を表8に示す 。 熊本，佐賀，長崎な

どの 九州地方と高知，徳島の 四 国地方 が降水量が

多か っ た の が わ か る。全国の 分布を調 べ た、t その

結果を図 8に 示す 。

（4＞ 1993年の 日照時間の特徴

　日照時間に つ い て は平年値 が計算 されて い な い

た め絶対時間で比較 し た 。地方別 な月別 日照時間

　 300

：1：
£

1・・

葦
1

：：ア
　　o

　 ．50
　 ・IDO

熊本

5 6 7 8

図7 熊 本 県 の 降水量の 推移

9 10
　月

表7 地 方別の 月別降水量の 平年差 （mm ）

地　方 4−10月平 均 4月 5月 6月 7月 8月 9月 ｝o月

北 　海　道 ア．0 16．7 一4，D 52．4 一34．0 一14．6 一13．2 16，3
東　　　北 61．3 一31．3 15．0 ヨ3．3 6ア，8 5，6 一〇．9 一11．ア
関　　　東 55．8 一ア4．9 一34．2 32、6 110．2 53．2 過 ．6 一21．1
中 部 ・近 畿 190．4 一52．6 一29．O 76．9 90．4 85．9 58．9 一11．2
中

・
四 国 452．5 一58．3 一16，3 125．5 250．6 151．3 68．7 一38．2

九　　　州 763．7 一34．2 一73．5 217．8 318，9 250．9 115，5 一44．3
全 国平 均 差 243．2 一35．5 一18．3 89，3 120．4 83．5 172．O 一15．5
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を表 9に 示す 。 東北地方，関東地方，中部 ・近畿地

方，中 ・
四 国地方の 梅雨時期 の 6，7月が寡照 で あ

る。そ の 内で も ， 特に 関東地方の 7月は 時間数が

少 な い 。

ノ

図8降水量の 平年差の 分布

6．1993年の 気象 と作 況指数 との 関係

6．1 気温 と作況指数の関係

　全国の作況指数 と各月の 上旬，下旬 の 気温 と の

相関を調べ た 。 その 結果 を表 10に示す。全国の作

況 指数と気温の 関係で は 7月下旬が最 も相関係 数

が 大き く，こ の 時期の気温 が作況指数 に 大きく影

響 して い る 。

一方，北海道 ・東北の場合は7月上旬

の 気温 の 影響が強 い ．関東以西で は相関係数 は北

海 道
・東北 より大きくな い が，関東〜中国で は8月

下旬，九州では7月下旬で ある。

表81993年の 雨量 に つ い て 平年差 の 多い 県の 順位

多 雨の 順位 　 　　1位 2位 3位

ア月の 合計

8月 の合 計

ア〜8月 の 合計

熊本 （483mm ＞

高知 （330mm ）

熊本 〔709mm ）

佐賀 （410mml

宮崎 （304mm ）

宮崎 （653mm ）

長崎 〔383mm ＞

徳島 〔248mm ）

高知 1643mm ）

衰9 地方別の 月別 日照時間 （hr）

地 　方 4〜10月平 均 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

北　海　道 886．5 144．8 137．1 アO．8 150．9 142．2 134．2 127．9

東　　　北 769．3 142．0 157．B 81．3 ア1．9 105．8 107．5 125．3

関 　 　 　東 762．7 177．7 168．6 81．1 49β 94．2 90．8 〜37，4

中部 ・近畿 803．3 169．3 164．2 95．0 68．8 101．1 96．0 138．7

中 ・四 国 862．5 188．7 151，8 98．8 81．4 107．8 108．5 149．ア

九　　 　州 927．3 毛81．8 123．1 1G5．1 96、2 138．1 133，2 168．6

全 国 平 均 837．o 165，0 150．1 88．7 89．4 116．2 112．3 140．5

表10 地方別の 気温 と作況指数の 相 関 係数

地 方 6月上 旬 6月下 旬 ア月上 旬 7月下 旬 8月上旬 8 月下旬 9局上 旬 9月下 旬

北海道 ・東北 O．81 0．66 O．89 O．82 0，77 O．58 0．54 D．40

関東 〜
中国 O．55 D．67 0．37 0．50 0，52 o．76 0，刀 0，66

九 　 　 　州 O．54 0．64 O．52 0，79 O，73 o．71 0．80 O．70

全　　　国　　　　　o．84 0．8ア 0，80 0，89 O．83 O．83 0．84 O．77

表 11地 方 坿 の 低温 の 時間数 と作況指数の 相関係数

地 方
〜｝2℃ 〜等4℃ 〜16℃ 州 8℃ 〜20℃ 〜22℃ 〜24℃ 〜26℃

北海道
・
東北 4 〕．48 一〇．4フ 一〇．50 一〇，69 一〇．8華 司〕，8a 一〇．87 一〇．フフ

関東一中国 一〇．52 ＿0．49 一〇．50 一α．59 一〇．56 一D．52 ＿0．60 一〇．64

九　　 　州 0．OD 0．OO 一〇．12 ＿0．27 一〇．33 一〇．54 一〇．62 一〇．66

全 　　 　 国 一〇．73 一〇．75 一〇，80 一〇，90 一G．90 一〇．85 一D．78 一〇．70
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　さ らに ，低温の 程度 と作 況指数の 関係に つ い て

調べ た 。 そ の 結 果を表 11に示す。全 国の 作況 指数

で は 18℃ また は 20℃ 以下 の 気温 の 発生時間数 と相

関 が 高 く，北海道 ・東北で は22℃ 以 下の 時間数 と

の相関が高い 。 し か し，関東以西で は低温の 時間

数 と作況指数の相関係数は北海道 ・東北よ り大 き

くな い 。

6．2 日照時間 と作況指数の関係

　日照時間 と作況 指数の 関係に つ い ては全国の場

合 ， 7月上旬と6月上 旬に相関 が 高 くな っ て い る

（表12）。しか し，7月上旬は負 の 相関 で 日照時間

が 多い ほ ど作況指数が悪くな っ て い る 。 これは北

海道 ・東北な どの低 い 作況指数 と日照時間数が 多

い こ とが全体の相関係数に影響 して い る と思われ

る 。 地域的に は北 日本や東 日本より九州で 日照 と

の 相関が強 く ， 特 に九州の 8月上旬 ， 8月下旬で

相関係数が大 きい 。

7．大気大循環 か らみ た1993年の 冷夏

　北日本に冷夏 をもた らす型に は 2つ の タ イ プ が

あ る こ と が 知 られ て い る。1つ はオ ホ
ー

ツ ク海高

気圧型冷夏 （または第1種冷夏）， 他は 北冷西暑型

冷夏 （または第2種冷夏）で あ る。

　オホ
ー

ツ ク海高気圧型冷 夏 は，500hPa の 等圧

線は大き く蛇行 し て お り，日本付近 の 高緯度地方

は 平年に比較 し て 高 く （正偏差）な り ，
こ れが長

期間持続する 。 これは地上で はオホ
ー

ツ ク海高気

圧 に対応 し長期間停滞する気圧 配置 に な る 。

　北 冷西暑型 冷夏の 場合は ，極 渦 自体 が拡大 し
，

500hPa の 等圧線は大 きな蛇 行を見せ ず，シ ベ リア

北西部に正偏差が あり，弱 い 冬型 の 循環 をし て い

る。し た が っ て，地上 で は オ ホ ー
ツ ク海高気圧 は

あ ま り現 れず ， 大陸の 高圧部か ら冷た い 気流が 日

本をお そ う。

　1993年 は 典型 的な オ ホ ー
ツ ク 海 高気圧 型冷夏

で
， 地上では7月か ら8月まで オ ホ ー

ツ ク 海高気圧

が居座 っ た 。

　また1993年は エ ル ニ ーニ ョ 現象が発生 し
， 日本

南部 の 熱帯の 海水温 が低 く，その ため北太平洋高

気圧 の 勢力が 弱 く盛夏 ら し い 日 が少な か っ た （表

13）。

8．ま とめ

　1993年は全国的に米の 収穫量が 少 なか っ たが，

特に北海道 と東北地方の 太 平洋岸 の 県の 作況指数

が 40以下で著 しい 被害を受け た。こ れ らの 地方で

も北海道南部と青森県 ， 岩手県の 太平洋岸で は作

況指数が 1桁台 で ，い ま まで経験 した こ と が 無 い

大凶作で あ っ た 。 こ れ らの 地区 の 解析はそれぞれ

の 地 区や今後 の 研究に待 つ と こ ろが大 きい 。

　また，気象的に は 7月中旬 か ら8月中旬 まで の低

温 が著し く，
この 時期の 低温が大 きく収穫量に影

響 し た こ と が わ か る。こ の 時期 の 低温 程度 は 青

表 12 地方別 の 凵照時間 と作況指数 の 柑関係数

地　方 6月上 旬 6月下 旬 7月上 旬 7月下旬 8月上 旬 8月下旬 9月上旬 9月下 旬

北 海道 ・東北

関東〜中国

　 　九 州

0．71D
．塵6

−C．37

一D．io
−Q、030
．82

一｛｝．26
−o，110
，74

0．450
．130
．66

一〇．030
，270
，フ7

一〇，740
．470
．アア

O．OOO
．24D
，43

一〇．58
−G，200
．66

全国 0．70 一〇．30 一〇．刀 0．50 一〇，54 0．17 一G，34 一〇．39

表 13北海道 に お け る真夏日と夏 囗の 目数 （5〜9H ）

地点
真 夏日 夏 日

1993 1992 平 年 1993 τ992 平年

札幌

旭川

帯広

函館

1200 13110 ア．310
．210
，12
．6

21432910 38453229 45．656
．241
．133
．5
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森 ， 岩手 ， 宮城 の 各県で は平年 に比較 し て 4，0℃

も低 く， 未曽有の もの で あ る。全国的な気象 と作

況 指数 の 関係 では 7月下旬の 気温 が作況指数に 大

きく影響 し，また18〜20℃以 下 の 気温 の 時間数 と

関係して い る。
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